職種：経理・資金財務・経営管理分析　　職務：経理

【概要】

　企業における経理機能として財務会計、税務会計に関する仕事を行う。ただし、「資金財務（トレジャリー）」、「財務計画＆分析（FP&A）」の仕事は含まない。
【仕事の内容】

　経理の仕事は、会社の規模及び業態によって数名の担当者ですべてを行う場合もあれば、本社・支店または事業所・工場に分かれて多数の経理担当部署で分業する場合もある。
近年、多くの企業でグローバル化や管理部門のスリム化が進むとともに、IT化やアウト
ソーシングの活用などの経理業務の効率化が求められている。
 一方で、 マーケットや製造拠点を海外に拡大するグローバル化や、M&Aによるグループ会社の拡大などで管理対象が広がり、 内部統制の領域も拡大している。
①財務会計
会計情報の開示を目的として、貸借対照表・損益計算書・キャッシュフロー計算書等を作成する仕事。
②税務会計
課税所得を計算し、税務当局に提出する納税申告書を作成する仕事。

　

【求められる経験・能力】

（１）入職に際して、実務経験は問われなくても簿記の資格を持っていると有利になることが多い。仮に資格を問わないケースでも、入社後は様々な手段を利用して簿記の専門知識を早期に身につけることが必要となる。

（２）財務会計及び税務の実務では、決算書類の作成の際に必要となる商法・金融商品取引法・法人税法に関する知識が求められる。また、 自発的に数字を読取り、問題を把握し解決策や善後策を提示できる能力も求められる。
（３）経理の仕事は、売上予算等の情報を作成するライン機能と財務諸表や決算書等の情報を発信するスタッフ機能の両方が求められることから、社内外の多数の関係者と協力・協調しながら円滑に業務を遂行するという対人スキルやプレゼンテーション

能力も重要である。

【関連する資格・検定等】

・ビジネス・キャリア検定試験（経理１級～３級）〔中央職業能力開発協会〕
・経理事務パスポート検定（1級～3級） ［日本CFO協会とパソナ］
・電子会計実務検定（1級～3級）［日本商工会議所］
・経理・財務スキル検定（1級～3級）［日本CFO協会FASS運営委員会］

・簿記検定〔日本商工会議所〕、簿記能力検定〔全国経理教育協会〕
・公認会計士〔公認会計士・監査審査会〕

・税理士〔国税庁〕　　　　　　など
【厚生労働省職業分類（小分類）との対応】
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